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§１．研究成果の概要 

 

２０２０年度は、前年度から継続項目である（１）キーレス物理レイヤセキュリティを利用したワイヤ

レス通信の高度化と、新規の項目である（２）伝搬路キー生成による物理レイヤセキュリティの基礎

検討の２項目から構成される。 

(1) キーレス物理レイヤセキュリティ：時間領域の非直交時間領域多重化技術である faster-than-

Nyquist (FTN) 信号伝送を利用した物理レイヤセキュリティにおいて、同じルートレイズドコサイン

フィルタの利用を仮定した場合、古典的なナイキスト基準限界よりも高い秘密容量の向上が可能で

あることを示した。さらに、このアイデアを周波数領域での非直交リソース配分技術である非直交マ

ルチキャリア伝送に応用するためのアイデアについて基礎的な結果を得た。 

(2) 伝搬路キー生成による物理レイヤセキュリティ：ワイヤレス伝搬路から正規の送受信者間でセキ

ュアに秘密鍵を生成・共有する方式を検討した。伝搬路に基づいて生成した秘密鍵はワンタイム

パッドとして利用することで完全秘匿性を達成することができる。軽量・低遅延の秘密鍵共有手法と

しても利用可能である。課題であるキー生成レート向上のための研究を次年度に継続する。 

関連する研究成果は、IEEE ジャーナル論文および国際会議論文に掲載された。 
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